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産後 か月間の母親の対児愛着と精神状態
福澤雪子 　山川裕子
要 　　　約
本研究の目的は，産後 か月間の母親の対児愛着の形成の様相を明らかにし，精神状態との関連を
検討することにある．赤ちゃんへの気持ち質問票日本版（吉田，
）とエジンバラ産後うつ病質
問票（：，
，）を用い，名の母親（初産婦

名，経産婦
名）を対象に，退院時
と産後 か月時に調査を行った．対児愛着得点は，退院時
点，か月時	点で有
意差があった．か月間で喜び感情が増大し，怒り感情は減少していた．初産婦と経産婦別では，退
院時（
点  点），か月時（点  

点）共に有意差があっ
た．高得点者は，退院時名（  ），か月時名（
）で，時点共に低得点者は名
（

）であった．低得点・高得点別の対児愛着得点は，退院時（点  
点）・ か月時（
点  

点）で有意差が見られた．時点共に低得点の母親とそ
れ以外の母親では，退院時（	点  点）・ か月時（	点  
点）で有意差が見られた．以上より，母親の対児愛着は，産後 か月間で変化していることが明らか
になり，愛着形成途上であると考えられる．また，経産婦は初産婦と比べてより肯定的な対児愛着で
あることから，愛着形成には育児経験の差が影響すると考えられる．母親の対児愛着と精神状態には
関連が見られ，産後 か月間の母親の精神状態が継続して健全であることが，対児愛着の形成に影響
することが示唆された．子どもに対する母親の愛着形成を育むためには，心身共に変化しやすい産後
か月間の母親へのサポートが重要である．
緒 言
近年「健やか親子」で，マタニテイブルーズや
産後うつ病，育児不安などが取り上げられ，親にな
りきれない親たちをどのように支えていくのかが課
題の一つとなっている．産後の母親の多くが，出産
に伴う様々な心身の変化をストレスとして経験し，
対処しながら同時に育児を開始する．今の出産世代
は，核家族世代で育ち，身近に子育てを学ぶ機会も
少なく，赤ちゃんに接したことがないまま母親にな
る女性も多く，産後の母親に対する支援がますます
重要となってきた．産後うつ病が，産後 か月の間
ですでに発症しているという報告 もなされてお
り，以前にもまして産後早期の母親を心身両面から
ケアしていくことが重要になってきている．
出産後の母親には，多くの発達課題の達成が求め
られる．女性が母親になるために達成すべき課題の
一つとして，子どもとの結び付きを形成すること
が指摘されている．は，母親と子ども
との間に形成される愛情の絆を「愛着」と定義し，
子どもの母親に対する愛着の発達には，母子間の相
互作用が重要であると述べている．一方，母親側の
子どもに対する愛着については， !らによっ
て"#$%&!# #$$#'("%!$と呼ばれ，母親の子どもに
対する情愛や行動に関する研究が行われている．
母親の子どもに対する愛着も，子どもとの関わりを
通して形成され，長期に持続する子どもとの関係の
基礎となる．母親が子どもとの結びつきを求め，子
どもに向ける感情も「愛着」であり，母子関係にお
いて重要である．
母親の愛着に関連した先行研究の多くは，母親の
愛着形成を測定する尺度の開発や測定に関するも
の ，愛着形成に関連する要因の分析	，胎
児や乳児に対する母親の愛着やその関連性に関する
研究
などがある．妊娠期または産後 か月以
降の母親の子どもに対する愛着に焦点が当てられて
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いることが多く，産後の早い時期に絞って，母親の
子どもに対する愛着形成について分析した研究は少
ない．
今回，産後早期から か月までの母親を対象とし，
子どもへの愛着と母親の精神状態を調査し，産後の
母親の愛着形成について若干の示唆を得たので報告
する．
研 究 目 的
産後の退院時と か月健診時の母親の子どもに対
する愛着の形成の様相を明らかにする．さらに，母
親の愛着と精神状態との関連を検討する．
用語の定義
産後早期：産後   
週の期間を産褥期と表現す
ることが多く，「産後早期」について医学的に明確な
時期が特定されているわけではない．本研究におい
ては，出産から 週間の時期を示す用語として「産
後早期」を用いる．
対児愛着：本研究においては，母親の子どもに対
する愛情の絆を意味する用語として「対児愛着」を
操作的に定義する．対児愛着は妊娠期から胎児に対
する愛着として芽生え，出産後は母子の相互作用の
営みを介して，より強い愛情の絆として形成されて
いくものと考える．子どもとの関係の中で母親が抱
く感情は，対児愛着を表現するものと捉える．
研 究 方 法
．対象と期間
)市の産科クリニックで，		年 月から月の
期間内に出産した褥婦名を対象とした．
．調査方法
出産後の退院時と か月健診時（以下，か月時
とする）に自記式質問紙を配布，回収した．
．測定用具
対児愛着の測定には，赤ちゃんへの気持ち質問
票日本版を用いた．質問票は，	項目，件法
（ 	 点）で，得点範囲は 	点から	点である．子
どもに対して否定的な対児愛着であるほど高得点と
なるが，区分点はない．
母親の精神状態の測定には，エジンバラ産後うつ
病質問票（）を用いた．質問票は，	項目，
件法（ 	  点）で，得点範囲は 	点から	点であ
る．点以上を高得点，
点以下を低得点とする．
点以上の場合は産後うつ病の疑いがある．
母親の基本的属性は看護記録より収集した．
．分析方法
統計解析ソフト 	 *．による統計的解析
を行った（ $検定，相関係数，主成分分析，ノンパ
ラメトリック検定）．
．倫理的配慮
研究の同意については，研究の趣旨，研究への参
加の任意性と同意の撤回の自由，個人情報保護等を
説明し，承諾が得られた対象に調査用紙を配布した．
つの尺度の使用に当っては作成者の承諾を得た．
結 果
．対象者と属性
対象者は名（有効回答率）で，初産婦

名
（
），経産婦
名（）であった．平均年齢
は
歳で，産科的合併症の少ない症例が
多数であった．その他の属性は表 に示す．平均調査
日は退院時
	日，か月時日であった．
表  対象者の属性
．対児愛着得点
得点の平均点を表 に示す．
　．．退院時と か月時
退院時の平均点は
点（得点範囲 	
点）で，か月時点（ 	点）であった．
か月時に得点は低下し，+,'!の検定で，時
点の対児愛着得点に有意差が見られた（ -			）．
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表  対児愛着得点と下位尺度得点
相関係数は & .	（ -			）で，やや強い正の
相関が見られた．
　．．初産婦と経産婦
初産婦は，退院時は
点（ 	点）で，
か月時が点（ 		点）であった．経産
婦は，退院時が点（ 	 
点）で，か月
時は

点（ 	点）であった．初産婦は 
か月時に得点は低下したが，時点共に経産婦と比
べて得点は高く，+,'!の検定で有意差が見ら
れた（ -			）．初産婦と経産婦の別（以下，初経
別とする）では，/#!!0+(,$!%の1検定で退院時
と か月時の得点に有意差が見られた（ -			）．
．対児愛着の下位尺度得点
探索的因子分析（主成分分析，#&,"#回転）を行
い，退院時と か月時共に〔喜び〕と〔怒り〕の基本感
情からなる下位尺度の 因子を抽出した．〔喜び〕は 
項目，〔怒り〕は 項目から構成された．&!#'( 
係数は，	であった．因子の平均点を表 に示す．
　．．退院時と か月時
対児愛着下位尺度の第 因子の〔喜び〕得点は，退院
時が	点で，か月時は	
	点であっ
た．第 因子の〔怒り〕得点は退院時が	点
で，か月時は	点であった．か月時に 
因子共に得点は低下し，+,'!の検定により有意
差が見られた（〔喜び〕-			，〔怒り〕-		）．
〔喜び〕得点の相関係数は & .		，〔怒り〕得点の
相関係数は & .	で，いずれもやや強い正の相関
が見られた（ -			）．
　．．初産婦と経産婦
初産婦の〔喜び〕得点は，退院時が点
で，か月時は	
点であった．〔怒り〕得点
は退院時が点で，か月時は	点
であった．因子共に，+,'!の検定で有意差
が見られた（〔喜び〕-			，〔怒り〕-		）．
経産婦の〔喜び〕得点は，退院時が	
点で，
か月時は	点であり，〔怒り〕得点は退院
時が		点で，か月時は	
	
点であっ
た．初経別の /#!!0+(,$!%の1検定で，〔喜び〕
得点は退院時に有意差が見られたが，か月時に差
はなかった．〔怒り〕得点は 時点共に有意差が見
られた（ -			）．
　．．対児愛着得点の推移
退院時から か月時の対児愛着の変化を 時点の得
点差と捉え，得点の推移とした．得点推移の平均点
は，	

	点（推移の範囲 2 点）であった．
か月時に対児愛着得点に変化がない（以下，同点と
する）母親は名（
）で，得点が低下した母
親は
名（

），得点が増加した母親は
名
（）であった．得点の低下と増加を含めて対児
愛着が変化した母親は名（）であった．
初経別の得点推移では，初産婦が		点
（ 2 点），経産婦は	
	
点（ 2 
点）で， $検定で有意差が見られた（ -		）．初
産婦は低下

名（
），同点名（
），増加
名（）であった．経産婦は同点
名（），
低下	名（
），増加	名（
）であった．
初産婦は低下が多く，経産婦は同点が多かった．対
児愛着が変化した母親は，初産婦名（
），
経産婦	名（）であった．
〔喜び〕得点の推移は，	点（ 2 点）
で，初産婦は		点（ 2 点），経産婦は
		点（ 2 点）であった．〔怒り〕得点
の推移は，	点（ 2点）で，初産婦は
		点（ 2点），経産婦は		
点（ 2 点）で，初経別の〔喜び〕と〔怒り〕
の得点推移に差はなかった．
．	得点
 得点の平均点は ，退院時点
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（ 	点），か月時	点（ 	点）で，$
検定で有意差が見られた（ -			）．初産婦は，退
院時
点（ 	点），か月時点
（ 	点）であった．経産婦は，退院時

	
点（ 	点），か月時	点（ 	点）で
あった． $検定で初経別の得点に有意差が見られ
た（退院時 -		，か月時 -		）．低得点群
は退院時名（	），か月時名（）
で，時点共に低得点の母親は名（

）で
あった．高得点群は退院時名〔	（初産婦

名，経産婦名）〕，か月時名〔
（初産婦
名，経産婦 名）〕で，時点共に高得点の母親は 
名（	）であった．初経別の高得点群と低得点群
の出現率は，時点共に差はなかった．
．対児愛着得点と下位尺度得点の分布
　．．対児愛着得点
退院時と か月時の得点分布を図 に示す．	点
が最も多く，高得点になるに従って人数が減少する
右下がりの分布が 時点で共通して見られた．得点
の推移では，	点を中心とした低得点に分布は集中
しているが，一方で，高得点のままでの推移も認め
られた．経産婦は 時点共に 	点が最多であった．
初産婦は退院時に 点が最多で，か月時は 	点と
点がほぼ同数という点で経産婦と異なった．
図  対児愛着得点の分布
　．．対児愛着の下位尺度得点
〔喜び〕得点は 	点が最多の右下がりの分布が 
時点に共通していた．〔怒り〕得点は，退院時は 	点
と 点がほぼ同数で多く，か月時は 	点が最多と
いう違いが見られた．初経別の分布を図 ，図 ，
図 ，図 に示す．経産婦の〔喜び〕と〔怒り〕の
得点は 時点共に 	点が最多であった．初産婦と経
産婦の分布で一致していたのは，時点の〔喜び〕
と か月時の〔怒り〕得点において 	点が最多とい
う点であった．退院時の〔怒り〕得点において，初
産婦は 点が最多，経産婦は 	点が最多であった．
図  初経別〔喜び〕感情の得点分布（退院時）
図  初経別〔怒り〕感情の得点分布（退院時）
図  初経別〔喜び〕感情の得点分布（産後 か月時）
図  初経別〔怒り〕感情の得点分布（産後 か月時）
産後 か月間の母親の対児愛着と精神状態 

　．．	高・低得点群別の対児愛着得点
得点の高・低得点群別の対児愛着得点の分
布を図 ，図 に示す．低得点群は 	点が最多の右
下がりの分布を示していたが，高得点群は 	点から
高得点に横並びの分布を示した．分布の相違は，
時点で共通していた．
図  	
高・低得点群別 　対児愛着得点の分布
（退院時）
図  	
高・低得点群別 　対児愛着得点の分布
（産後 か月時）

．対児愛着に影響する要因
　
．．母親の属性との関連
母親の背景や産科的特徴などの属性と対児愛着
得点の関連で有意差の見られた項目は，退院時は
子ども数（ -			）と子どもの栄養法であった
（ -		）．か月時は子ども数（ -			）と家
族形態（ -		）と子どもの栄養法（ -		）で
あった（3&45#0+#,の検定）．退院時の母親の
対児愛着得点は，子ども数別では，人は

点，人は	点，人は	点，人
は		点であった．子どもの栄養法では，母乳
栄養は	点，混合栄養は点であっ
た．か月時の得点は，子ども数別では，人は
点，人は	点，人は
点，人は		点であった．家族形態では，核
家族の母親は	点，拡大家族は	点
であった．子どもの栄養法の別では，人工栄養の母
親は点，混合栄養は	点，母乳栄
養の母親は	
点であった．
　
．．母親の属性との関連
　
．．．	高・低得点群別の分析
高・低得点群別に，退院時と か月時におけ
る対児愛着得点および下位尺度得点の平均点を表 に
示す．対児愛着得点は，退院時高得点群は
点で，低得点群は点であった．か月時
高得点群は

点，低得点群は
点で
あった．/#!!0+(,$!%の1検定で，時点共に有
意差が見られた（ -			）．
〔喜び〕得点は，退院時高得点群は点，
低得点群は	点で，〔怒り〕得点は，高得
点群は
点，低得点群は	
点であっ
た．〔喜び〕得点は，か月時高得点群は


点，低得点群は	点で，〔怒り〕得点は，高得
点群は	点，低得点群は		点であっ
た．高・低得点群別の〔喜び〕と〔怒り〕得点は，
/#!!0+(,$!%の1検定で有意差が見られた（退院
時 -		，か月時 -			）．
時点共に低得点の母親の対児愛着得点は，退院
時	点で，か月時	点であった．
それ以外の母親，つまり 時点共に高得点であるか，
退院時または か月時のどちらかで高得点の母親の
得点は，退院時点で，か月時
点であった．時点共に健康な母親とそれ以外の母
親の対児愛着得点は，/#!!0+(,$!%の1検定で有
意差が見られ（退院時 -			，か月時 -		），
各々の 時点の得点は+,'!の検定で有意差が
あった（ -			）．対児愛着得点と 得点の
相関係数は，退院時 & .	，か月時 & .	で
いずれも弱い正の相関があった（ -			）．
考 察
．産後早期から か月の母親の対児愛着について
今回，研究対象となった母親の多くが，産後早期
にすでに肯定的な対児愛着を形成している一方で，
少数ではあるが，早期から否定的な対児愛着を形成
している母親も存在していた．胎児や乳児に対する
母親の愛着に関する研究の中で，成田ら や佐藤

は，母親のわが子への愛着は妊娠期から形成され，
母親の胎児に対する愛着と新生児への愛着には，関
連があることを明らかにしている．辻野ら  もま
た，母親の新生児への愛着は妊娠期に胎児との間で
始まっていた愛着形成の続きであると述べている．
今回，対象となった母親の多くも，妊娠中に胎児へ
の肯定的な愛着を育んできた結果，産後に肯定的な
対児愛着を示したものと考える．成田ら は，妊娠
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表  	
高・低得点群別 　対児愛着得点と下位尺度得点
※ 　高得点群：が 点以上，低得点群：が 点以下
に対するアンビバレントな感情や否定的な気持ち，
夫の妊娠の否定的な受け止めが，妊婦の胎児への愛
着を低く抑えることを指摘している．少数の母親に
見られた対児愛着の形成の遅れは，一つには妊娠中
の胎児に対する愛着が否定的であったことが考えら
れる．他に，産後の対児愛着に影響を及ぼす何らか
の要因の存在によって，母親が否定的な感情に陥り
対児愛着に影響を及ぼした可能性も否定できない．
母親の属性との関連においては，母乳栄養の母親
や核家族で生活する母親の方がより肯定的な対児愛
着であった．母乳栄養の母親は，混合栄養や人工栄
養の母親に比べると，授乳間隔が頻回になりがちで
ある．母親の負担はより大きいにもかかわらず，肯
定的な対児愛着を形成していたことは，母乳栄養が
母子関係の形成に良い影響をもたらすことを示唆し
ている．母乳栄養で子どもを育てているという自信
や喜びが，肯定的な対児愛着に影響していると推察
される．また，拡大家族の母親の方がより否定的な
対児愛着であったことは，興味深い結果である．単
純に考えると，拡大家族の母親は，退院後に家族の
サポートを得て，育児や家事の負担を分担すること
ができると思われるが，今回の研究ではサポートの
実態，家族関係などにまで踏み込んだ調査ではない
ため，分析の限界がある．妊娠中から産後の数か月
間の母親の育児を中心とした生活に関する詳細な検
討を行い，明らかにしていく必要があると考える．
 4,!は，女性は，妊娠中に受容期，保持期，開
放期の過程をたどって心理的に新しい役割に適応し
ていくが，母子の絆形成過程は，，か月は不安
定であると述べている．受容期は産後の影響から
回復する  日間で，保持期は身体のコントロー
ルを取り戻し，子どもに関心を向け，母親役割を引
き受け始める産後  日目である．開放期は自分
と家族の変化に適応した新しい母親役割パターンを
作りはじめ，子どもに振り回される生活から，次第
に落ち着きを取り戻す時期にあたる．本研究でい
うところの産後早期は保持期に，か月健診時は開
放期に該当する．産後早期から か月健診までの 
か月間という短い期間で，より肯定な愛着形成に変
化した母親や，産後早期の肯定的対児愛着から否定
的な対児愛着へと変化した母親，産後早期から一貫
して肯定的で安定した愛着を示す母親など，対児愛
着の変化の傾向にいくつかのパターンがあった．
割の母親に対児愛着の変化が認められ，産後 か月
間の母親の対児愛着は安定しているとは言い難く，
産後 か月の母親の対児愛着は，変化しやすく形成
途上であると考えられる．産後 か月間の母親は，
日々の家事や育児に取り組み，生活に落ち着きを取
り戻すまでに多くの葛藤がある．家庭内の自分の役
割獲得に向けて，母親の適応への努力が，対児愛着
の変化に反映されたと考える．
．初経別の対児愛着の違い
多くの経産婦は，産後早期より肯定的な対児愛着
を形成しており，初産婦と比べると，喜び感情が強
く怒り感情は弱い対児愛着で構成されていた．経産
婦の か月間における対児愛着は，初産婦と比べて
もその安定性が際立っている．産後早期に肯定的な
対児愛着を形成している初産婦も多いが，怒り感情
が喜び感情に勝る傾向を示し，同時期の経産婦と比
べて否定的な傾向が見られる．推移で見れば，対児
愛着が肯定的に変化している初産婦は半数近くに上
る．初産婦の場合，か月時に喜びの感情は増大し，
産後 か月間の母親の対児愛着と精神状態 

怒りの感情は低下する傾向にあるものの，喜びの感
情が増すほどには，怒りの感情は鎮まってきていな
い．経産婦と比較して，初産婦の対児愛着の形成が
遅れる傾向にあるのは，母親役割学習の積み重ねの
差が影響していると考える．
女性にとって母親役割獲得は重要な発達課題であ
る．経産婦は，複数の子どもの親としての役割獲得
に向けて，初産婦は初めての母親役割獲得に向けて，
それぞれに多くの学習課題に取り組むことが求めら
れる．母親が子どもの状況を読み取る時には，それ
までの経験を参照しながら，子どもの行動や反応を
予測して，子どもに働きかけを行うわけであるが，
新生児からのサインは読み取りにくい．子育ての経
験がある経産婦は，すでにその対処能力を身につけ
ていると考えるのが一般的である．子育て経験のな
い初産婦が，子どもの要求に適切に応答できるよう
になるには，育児経験を積む時間が必要で，習得に
至るまでの母親のストレスは大きいことが推測でき
る．初めて経験する母親役割は，精神的緊張や混乱
を招きやすいことが多くの研究で明らかにされてい
る．
本研究対象の初産婦のが出産後実家に里帰
りし，うち
の初産婦が実母の支援を受けてお
り，比較的恵まれた産後の支援を受けていたと言え
る．産後に家事や育児面でのサポートを受けること
で，育児に向き合う時間や気持ちのゆとりを持つこ
とができやすいと思われるが，喜びの感情の増大ほ
どには怒りの感情が鎮まっていない．これは，初産
婦は産後の か月という時間で育児技術の習得はで
きても，経産婦ほどには育児の楽しさやゆとりを感
じる精神的な余裕は持ち難い ことを意味してい
る．属性と対児愛着の関連性の検討においても，子
ども数が多い母親は対児愛着が肯定的であった．育
児経験の多い経産婦は，経験的に産後の生活の見通
しが立ち，生後間もない新生児の世話や家事などを
上手にコントロールする能力を身につけているこ
とが推察される．特に 人以上の子どもを持つ母親
は，対児愛着の肯定の程度が強く，子どもに向きあ
う気持ちのゆとりが窺われる．初産婦がゆとりや楽
しさを感じられるようになる育児支援が必要だと考
える．産後の母親の支援においては，肯定的な対児
愛着の形成に向けて，喜び感情の増大と怒り感情の
減少を促進するために，育児における自己効力感を
高めるような関わりが重要であると思われる．
．対児愛着と精神状態との関連
退院時と か月時における母親の対児愛着と精神
状態には関連が見られた．高得点の母親が強
い否定的な対児愛着を示していることは，愛着形成
が遅れていると思われる．高得点の母親は，
抑うつ状態を呈しており，疲れやすく，気力・思考
力・集中力の減退，日常生活における興味や喜びが
なくなるなどの症状が多く認められる．一般に，母
親は，五感をフルに働かせて子どものサインを感知
し，サインの意味やその時の子どもの状態の理解に
努め，試行錯誤しながら要求に応答していく．新生
児も母親からの関わりに対して，微笑，吸啜，啼泣
などの愛着行動を示す．母親と子どもが相互に働き
かけ，応えながら同調している様子は日常的に観察
されるが，母子相互間の応答的な関係が，母子相互
作用を深め，母子の結びつきを形成していくことに
なる．抑うつ傾向にある母親は，自分の感情にとら
われ，子どもからのサインに気づかず，子どもが泣
いたり，要求したりすることへの対処が困難になり
やすい．産後 か月間において抑うつ傾向にあっ
た母親は，子どもの要求に適切に応えられない結果，
効果的に母子相互作用を営むことができずに，愛着
形成の障害を起こしている可能性がある．
吉田ら は，産褥期における!6,!7（愛着）
の障害には，産後うつ病の母親が多く含まれること
を指摘しており，母子関係の障害のハイリスクグ
ループとしてうつ病をフォローする必要があると主
張している．本研究で用いた調査票は，児に対する
嫌悪感や拒否など，重症の !6,!7の障害や虐待の
リスクにつながる項目を含み，養育の困難さや母子
相互作用の問題をモニターする指標として，
と共に地域母子保健活動で活用されている．出産
施設において，退院後の継続ケアや地域との連携も
視野に入れた活用が期待できる．
退院時と か月時の精神状態の推移と対児愛着と
の関連では，時点共に精神的に健康な母親とそれ
以外の母親の対児愛着には明らかな差が見られた．
産後 か月という期間において，継続して安定した
精神状態であることによって，子どもとの健全な結
び付きを形成しやすいと言える．母親にとって産後
か月という期間は，心身共に変化し多くの発達課
題があるため，精神的危機状態に陥りやすいとも言
われており，メンタルサポートが必要な時期である．
特に，産後 か月間で精神状態が不安定かつ愛着形
成が否定的傾向にある母親に対しては，早期の把握
と対応および産後 か月以降のフォローも必要だと
思われる．
高・低得点群別の対児愛着の分布を見ると，
精神的に健康な母親の大部分が肯定的な対児愛着を
示す得点に分布しているが，精神的に不健康な母親
の対児愛着得点にはバラツキが見られた．このこと
からも，母親の愛着形成には精神状態が影響するこ
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とを示唆するが，一方，精神状態が良くない母親で
も，他の要因の働きによって肯定的な愛着形成が可
能であることが推測できる．佐藤
は，母親の胎児
に対する愛着に個性的側面が潜んでいる可能性を指
摘している．本研究とは調査時期が異なり，用いた
尺度も違うため一概に比較検討はできないが，母親
の個人的特性などの愛着形成に関連する他の要因の
検討が必要である．
本研究は，ある地域の一産婦人科クリニックで出
産した母親のみを対象としており，結果の一般化に
は限界がある．今後は，対象の範囲を拡大して調査
する必要がある．また，産後 か月の母親は対児愛
着の形成途上であり，今後も変化することが予測さ
れ，継続調査が必要である．さらに，対児愛着に影
響する要因については，複合的な関連性を分析する
必要がある．
結 論
． 多くの母親の対児愛着は，か月間で変化し
ていることが明らかになり，愛着形成途上で
あると考えられる．
． 経産婦は初産婦と比べて，より肯定的な対児
愛着を呈していることから，愛着形成には育
児経験の差が影響すると考えられる．
． 母親の対児愛着と精神状態とは関連が見られ，
産後 か月間の母親の精神状態が健全で安定
的であることが，対児愛着の肯定的形成に影
響することが示唆された．
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（）の信頼性と妥当性．季刊精神科診断学，	（#），$&$%$((，.．
#）1"! 1：新道幸恵，後藤桂子訳：母性論 　母性の主観的体験．第 版，医学書院，東京，/%#，/．
$）吉田敬子：母子と家族への援助妊娠と出産の医学．第 版，金剛出版，東京，'%(，&'''．
.）吉田敬子，山下洋，鈴宮寛子：産後の母親と家族のメンタルヘルス 自己記入式質問票を活用した育児支援マニュアル．
初版，母子保健事業団，東京， %&，&''$．
（平成年 $月&'日受理）
産後 か月間の母親の対児愛着と精神状態 
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